
特
別
講
演
Ｉ

生
立秦

佐
八
郎
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
三
月
二
三
日
石
見
国
美
濃
郡
都
茂
村
の
山
根
道
恭
の
八
男
に
生
れ
、
小
学
校
卒
業
間
近
に
同
村
で
十
二

代
続
い
て
い
る
医
家
秦
徳
太
の
養
子
と
な
り
、
小
学
校
を
了
え
る
と
益
田
町
の
私
塾
で
英
語
を
学
び
同
二
四
年
岡
山
第
三
高
等
学
校
（
後
の
岡

山
大
学
医
学
部
）
に
入
学
し
た
。
在
学
中
よ
り
俊
才
の
誉
れ
高
く
、
同
二
八
年
卒
業
後
兵
役
（
一
年
志
願
兵
）
を
了
え
て
岡
山
県
立
病
院
の
助
手

と
な
り
井
上
善
次
郎
教
授
に
内
科
学
を
、
荒
木
寅
三
郎
教
授
に
医
化
学
を
学
び
、
一
年
四
ヶ
月
後
荒
木
博
士
の
推
薦
で
上
京
し
て
北
里
柴
三
郎

博
士
の
主
宰
す
る
私
立
伝
染
病
研
究
所
に
入
り
細
菌
学
を
学
ん
だ
。
同
三
二
年
わ
が
国
で
最
初
に
発
生
し
た
・
へ
ス
ト
の
流
行
に
際
し
て
彼
は
実

験
室
内
の
研
究
の
象
な
ら
ず
発
生
の
現
地
に
行
き
防
疫
の
実
務
に
携
わ
り
同
四
○
年
迄
の
八
年
間
研
究
に
従
事
し
て
数
々
の
業
績
を
遣
し
た
。

こ
の
頃
（
同
三
六
年
）
彼
の
発
表
し
た
論
文
「
細
菌
酵
素
及
び
そ
の
抗
体
に
つ
い
て
」
は
細
菌
酵
素
の
免
疫
に
関
す
る
先
駆
的
業
績
と
し
て
内

外
の
酵
素
学
の
成
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
や
召
集
さ
れ
従
軍
し
た
が
、
翌
三
八
年
戦
地
か
ら
似
島
検
疫
所
に
勤
務
替

へ
を
命
ぜ
ら
れ
、
帰
還
兵
、
捕
虜
等
の
防
疫
に
従
事
中
、
真
空
ホ
ル
マ
リ
ン
消
毒
法
を
案
出
し
た
。
こ
れ
は
陸
軍
式
消
毒
法
と
し
て
活
躍
し
、

世
界
に
先
鞭
を
つ
け
た
。

明
治
四
○
年
ベ
ル
リ
）

秦
佐
八
郎
の
生
涯
と
業
蹟

１

ル
リ
ン
で
開
催
の
第
一
四
回
万
国
衛
生
及
び
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
総
会
に
北
里
所
長
に
代
っ
て
報
告
を
行
い
、
引
続
き
コ
ッ
ホ

秦
藤
樹
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研
究
所
に
お
い
て
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
博
士
の
研
究
室
で
一
ケ
年
間
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
ヤ
コ
ビ
ー
博
士
の
所
で
三
ヶ
月
間
勉
強
後
、
同
四
二
年

一
月
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
国
立
実
験
治
療
研
究
所
に
移
り
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
も
と
で
化
学
療
法
の
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
エ
ー

ル
リ
ッ
ヒ
は
弟
子
の
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
と
ア
ト
キ
シ
ル
の
構
造
を
解
明
し
、
更
に
種
友
の
砒
素
化
合
物
を
合
成
し
、
そ
れ
ら
の
物
質
の
感
染
動
物

に
対
す
る
効
果
を
験
く
る
た
め
に
微
生
物
の
専
門
家
を
探
し
て
い
た
の
で
早
速
秦
に
そ
の
研
究
を
分
担
さ
せ
た
。
と
い
う
の
は
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ

は
昨
年
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
学
会
で
秦
が
長
年
危
険
な
。
へ
ス
ト
の
研
究
を
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
又
友
人
で
あ
る
北
里
博
士
の
推
薦
も
あ

っ
た
の
で
こ
の
重
要
な
研
究
を
秦
に
分
担
さ
せ
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
な
か
っ
た
。
秦
が
実
験
を
開
始
す
る
や
、
さ
し
も
に
広
い
ス
パ
イ
ャ
ー

ハ
ゥ
ス
実
験
室
は
実
験
動
物
で
一
杯
に
な
っ
た
。
こ
の
間
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
注
意
深
さ
、
精
級
さ
、
正
確
さ
と
不
僥
不
屈

の
熱
心
さ
」
に
よ
っ
て
実
験
が
す
す
め
ら
れ
、
凡
そ
三
ケ
月
で
種
点
の
色
素
、
キ
ニ
ー
ネ
誘
導
体
、
水
銀
、
砒
素
、
ア
ン
チ
モ
ン
化
合
物
の
生

物
活
性
が
験
く
ら
れ
た
。
接
種
菌
と
し
て
は
最
初
ト
リ
。
〈
ノ
ゾ
ー
マ
が
用
い
ら
れ
た
が
後
に
は
人
体
に
病
原
性
の
あ
る
回
帰
熱
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ

が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
原
虫
を
マ
ウ
ス
に
静
注
す
る
と
一
定
時
間
後
必
ず
発
熱
を
見
る
。
こ
れ
に
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
自
筆
の
難
解
の
「
ブ
ロ
ッ

ク
」
と
共
に
渡
さ
れ
る
標
品
を
投
与
し
て
効
果
を
験
べ
更
に
治
療
係
数
を
求
め
て
相
互
に
効
果
を
比
較
し
た
。
回
帰
熱
に
続
い
て
鶏
の
ス
ピ
ロ

ヘ
ー
タ
を
用
い
て
実
験
し
た
が
、
そ
の
頃
イ
タ
リ
ー
で
シ
ャ
ウ
ジ
ン
が
梅
毒
患
者
か
ら
発
見
し
た
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
が
家
兎
睾
丸
で
継
代
移

植
が
で
き
る
と
の
報
告
に
接
し
秦
は
早
速
イ
タ
リ
ー
・
ベ
ロ
ナ
大
学
に
行
き
陰
嚢
梅
毒
の
入
手
と
移
植
方
法
を
学
び
帰
り
実
験
し
た
処
砒
素
化

合
物
が
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
に
有
効
で
あ
り
、
更
に
彼
が
六
○
六
号
と
称
し
て
い
る
普
寺
胃
闇
目
が
人
の
梅
毒
を
完
全
に
治
癒
せ
し
め
る
こ
と

を
発
見
し
た
。
秦
は
こ
の
報
告
を
一
九
一
○
年
四
月
ウ
イ
ス
バ
ー
デ
ン
で
開
催
の
内
科
学
会
で
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
、
及
び
臨
床
医
の
三
者
連
名
で

発
表
し
大
セ
ン
セ
ー
シ
宮
ン
を
巻
き
起
し
た
。

秦
は
同
年
九
月
留
学
期
間
が
切
れ
た
の
で
帰
朝
し
た
が
、
輝
し
い
発
見
に
も
拘
ら
ず
自
重
し
、
専
ら
六
○
六
号
の
適
正
な
る
用
法
と
同
剤
に

よ
る
徹
底
的
駆
梅
療
法
の
普
及
に
努
め
た
。
と
い
う
の
も
独
乙
で
本
剤
の
誤
っ
た
投
与
に
よ
っ
て
屡
々
副
作
用
が
発
生
し
、
老
年
の
エ
ー
ル
リ

ッ
ヒ
を
悩
ま
し
た
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
処
で
大
正
三
年
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
ド
イ
ツ
か
ら
サ
ル
》
ハ
ル
サ
ン
の
輸
入
が
杜
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絶
す
る
や
秦
は
、
鈴
木
梅
太
郎
博
士
と
相
謀
り
国
産
品
の
合
成
を
試
承
、
自
ら
は
検
定
を
受
け
持
ち
国
産
品
の
製
造
に
成
功
し
た
。
こ
の
製
品

は
安
定
で
効
果
が
優
れ
て
い
た
。
又
昭
和
三
年
頃
か
ら
研
究
員
を
指
導
し
て
深
遠
性
消
毒
剤
の
研
究
を
行
い
、
四
○
種
に
上
る
キ
ノ
リ
ン
化
合

物
を
合
成
し
、
ア
ク
リ
ジ
ン
誘
導
体
Ａ
型
が
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
因
み
に
昭
和
九
年
本
剤
が
浅
川
賞
の
対
象
と
な
っ
た
。
晩

年
に
は
遺
伝
梅
毒
の
現
状
と
治
療
対
策
に
も
手
を
差
し
延
べ
て
い
る
。

彼
の
研
究
以
外
の
活
動
の
主
な
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
大
正
三
年
北
里
柴
三
郎
博
士
が
主
宰
す
る
伝
染
病
研
究
所
が
突
如
内
務
省
か
ら
文
部

省
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
北
里
博
士
は
大
い
に
怒
り
直
ち
に
所
長
を
辞
任
し
た
。
秦
ら
は
所
長
と
行
動
を
共
に
し
て
辞
任
し
、
新
た
に

北
里
研
究
所
の
創
立
に
尽
力
し
、
自
ら
は
細
菌
学
、
化
学
療
法
学
科
の
主
任
と
な
り
又
附
属
病
院
皮
層
泌
尿
器
科
を
も
担
当
し
た
。

大
正
六
年
慶
応
義
塾
大
学
に
医
学
部
が
設
立
さ
れ
る
や
細
菌
学
教
授
を
兼
務
し
、
昭
和
六
年
北
里
博
士
逝
去
後
は
北
島
多
一
所
長
の
も
と
に

北
里
研
究
所
副
所
長
と
な
り
研
究
所
の
運
営
に
当
り
、
一
方
対
外
的
に
は
熱
帯
病
学
会
の
副
会
頭
、
中
央
衛
生
会
委
員
、
結
核
予
防
会
、
同
人

会
理
事
、
財
団
法
人
保
生
会
理
事
長
を
つ
と
め
た
。
又
昭
和
八
年
に
は
学
士
院
会
員
と
な
っ
た
。
北
研
副
所
長
在
職
七
年
に
し
て
昭
和
一
三
年

七
月
動
脈
硬
化
症
で
慶
応
大
学
病
院
に
入
院
、
同
年
二
月
一
三
日
逝
去
し
た
。
享
年
六
六
歳
。

（
北
里
大
学
名
誉
教
授
）
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